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▲伝統のこだいぢ踊り　▼笑顔で奥大山踊り▲伝統のこだいぢ踊り　▼笑顔で奥大山踊り

▲新二「アナと雪の女王」▲新一「これが、十七夜のえびちゃんだ!?」▲本四「入江の淵の河童」



▲本三「ゴジラＶＳモスラ」▲本二「フナッシー十七夜に現る」▲本一「祝江府中新築
　　　　第二の二宮金次郎誕生成るか!!」
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特集―江尾十七夜フォトライブラリー

～駅前ステージ発表～

▲

よ
く
頑
張
り
ま
し
た
！

▲

保
育
園
児
の
子
ど
も
太
鼓

　若
さ
は
じ
け
る

▲

リ
ズ
ム
ト
レ
イ
ン
江
府
ク
ラ
ス

▲

勇
壮
な
天
神
ば
や
し
太
鼓
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特集―江尾十七夜フォトライブラリー

▲流し太鼓with歌舞伎！？

▲

あ
い
き
ょ
う
た
っ
ぷ
り
の
仁
輪
加

▲白熱した江尾十七夜大相撲大会
　篠村関が見事、大会二連覇を達成しました！

▼力強く、そして美しい貝田傘踊り

▲大人気！アユのつかみ取り
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特集―江尾十七夜フォトライブラリー

▲▲今年もラジオ生放送！
　　大岩会長もトークに参加

▲えびちゃんが臨時列車のプレートに！▲十七夜限定JR記念乗車証プレゼント▲ワクワク！山車スタンプラリー

▲火文字は残念ながら雨により中止

▲大がかりな上之段広場やぐら作り ▲（上）万国旗設置（下）山車作り ▲入念に土俵づくり

▲

上
之
段
広
場
の
水
取
り

準備ご苦労さまです

夏はやっぱり十七夜！また来年の十七夜でお会いしましょう!
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まちの話題

ま
ち
の

ま
ち
の

江
府
中
生
徒
が
大
活
躍
!!

話
題

ソフトテニス部
男子 ～中国大会　優勝～

ソフトテニス部
女子

吹奏楽部

～中国大会　第３位～

～中国大会　金賞～

　ソフトテニス部男子は鳥取県

大会団体準優勝。広島県で行わ

れた中国大会では名だたる強豪

をおさえ優勝を飾りました。

　中国地区代表として出場した

全国大会では神奈川県　関東地

区代表の中和田中学校と対戦。

熱戦を繰り広げ、惜しくも敗退

しましたが、伝統ある江府中ソ

フトテニス部らしく堂々と全国

レベルの選手と戦いました。

　ソフトテニス部女

子は鳥取県大会を８

年ぶりに制覇。県代

表として出場した中

国大会でも第３位と

大躍進。ソフトテニ

ス部男子に負けじと、

存分に実力を発揮し

ました。�

　吹奏楽部は８月12日に鳥取市民会

館で行われた第54回全日本吹奏楽コ

ンクール鳥取県大会に出場。中学校

26校、高校10校が参加した小編成

部門で、金賞＆教育長賞（第１位）

の栄冠に輝きました。

　また、県代表として出場した第55

回全日本吹奏楽コンクール中国大会

において、見事金賞を受賞しました。

江府中吹奏楽部が中国大会で金賞を

受賞するのは、平成18年の広島大会

以来、８年振りとなります。わずか

14人のメンバーですが、高いレベル

にあることを県内外に披露しました。

　この夏、中学校の総体及びコンクールで江府中学校生徒が大

活躍。少人数の中で、地道に努力を重ねた生徒・保護者・指導

者の皆さんの努力が実りました。
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まちの話題

　す
っ
か
り
恒
例
と
な
っ
た
、
学
生
団
体
「
つ
な
ぎ
や

A
i
t
i
e
」
が
今
回
も
江
府
町
を
訪
れ
、
あ
い
き
ょ

う
や
集
落
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
は
11
名
が

参
加
し
、
独
居
老
人
宅
訪
問
や
宮
市
集
落
で
草
刈
り
を

行
っ
た
ほ
か
、
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
も
交
流

し
ま
し
た
。

　１
週
間
の
日
程
を
終
え
て
行
わ
れ
た
報
告
会
で
は
、

２
組
に
分
か
れ
江
府
町
へ
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

内
容
と
し
て
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
移
動
販
売
を

持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
と
あ
い
き
ょ
う
が
さ

ら
に
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
っ
た
意
見

や
、
未
来
の
江
府
町
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
町
や
あ
い

き
ょ
う
の
活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
次
の
世
代

へ
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　報
告
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
真
剣
に
江
府
町
に
向

き
合
い
、
町
の
こ
と
を
こ
ん
な
に
も
考
え
て
く
れ
る
こ

と
に
感
動
し
た
」
「
こ
れ
か
ら
も
学
生

た
ち
と
の
良
い
関
係
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

つ
な
ぎ
や
Ａ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ

　夏
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

鳥
取
大
学
医
学
部
生
に
よ
る

　夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
盛
大
に
行
わ
れ
る

▲宮市集落で草刈りのお手伝い

▲報告会で一週間の
　成果を発表

　住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
次
世
代

の
育
成
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
毎

年
町
が
鳥
取
大
学
の
医
学
部
生
と
と
も
に

健
康
づ
く
り
や
集
落
の
活
性
化
に
関
す
る

実
態
調
査
や
座
談
会
を
行
う
夏
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
医
学
部
の
地
域
医
療
研
究
部
サ
ー
ク

ル
は
、
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
日
の
詰
集

落
（
３
年
目
）
と
宮
市
集
落
（
２
年
目
）

の
２
集
落
の
協
力
を
得
て
、
年
間
を
通
し

て
活
動
し
て
お
り
、
今
年
は
い
ず
れ
も
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。

　こ
の
夏
の
活
動
に
は
、
毎
年
、
同
サ
ー

ク
ル
の
Ｏ
Ｂ
、
大
学
教
授
、
保
健
所
長
や

県
内
外
で
勤
務
す
る
医
師
な
ど
が
来
町
し
、

町
や
学
生
と
と
も
に
、
住
民
の
生
の
声
を

聞
い
た
り
、
調
査
結
果
を
分
析
し
た
り
す

る
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
今
年
も

多
く
の
医
療
従
事
者
が
本
町
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　
　

　８
月
23
日
と
24
日
の
両
日
に
は
、
同
サ

ー
ク
ル
の
学
生
や
Ｏ
Ｂ
ら
36
名
が
、
日
の

詰
と
宮
市
の
各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
健
康

や
生
活
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　当
日
は
、
雨
で
天
候
が
お
も
わ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
両
集
落
あ
わ
せ
て

42
世
帯
の
ご
家
庭
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　同
サ
ー
ク
ル
の
大
塚
裕
眞
部
長
（
医
学

科
４
年
）
は
、
「
住
民
の
方
に
は
、
お
忙

し
い
中
、
学
生
の
訪
問
に
対
応
し
て
い
た

だ
い
た
。
１
年
目
や
２
年
目
よ
り
も
、
よ

り
踏
み
込
ん
だ
本
音
の
部
分
も
聞
く
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　調
査
し
た
結
果
は
、
28
日
に
そ
れ
ぞ
れ

の
集
会
所
で
行
う
住
民
報
告
会
で
報
告
し
、

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
集
落
住
民
の
方
と
座
談

会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

▲家庭訪問で熱心に住民の方の
　話を聞く学生たち

▲学生たちは、江府町に１週間
　泊まり込みで調査や分析をし
　ます
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　８
月
31
日
に
江
府
中
学
校
で
「
江
府

中
学
校

　一
緒
に
校
舎
を
磨
く
会
」
が

行
わ
れ
、
生
徒
や
地
域
の
方
な
ど
約
１

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
掃
除
の
前

に
浜
田
生
徒
会
長
か
ら
「
今
の
き
れ
い

な
状
態
の
ま
ま
、
未
来
の
生
徒
へ
美
し

い
校
舎
を
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
保
護
者
や
地
域
の
方
も
そ

れ
ぞ
れ
12
班
に
分
か
れ
、
生
徒
と
一
緒

に
、
床
の
汚
れ
を
ふ
き
取
り
、
普
段
掃

除
で
き
な
い
よ
う
な
高
所
の
雑
巾
が
け
、

ク
モ
の
巣
落
と
し
、
窓
ふ
き
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
校
舎
以
外
に
も
、

体
育
や
部
活
動
で
使
用
し
て
い
る
町
民

体
育
館
も
合
わ
せ
て
掃
除
を
行
い
ま
し

た
。　作

業
終
了
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
あ
い

さ
つ
で
は
「
と
て
も
良
い
取
り
組
み
な

の
で
、
次
の
生
徒
会
に
も
つ
な
い
で
い

き
、
江
府
中
の
伝
統
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

江
府
中
学
校
新
校
舎
で
校
舎
を
磨
く
会
を
実
施

新
し
い
校
舎
を
大
切
に
使
お
う
！

祝
!!
工
場
見
学
５
万
人
達
成

サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場

▲３年生が班長として作業の指揮をとりました

　８
月
19
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
奥
大
山
ブ
ナ

の
森
工
場
が
、
工
場
見
学
来
場
者
５
万
人
を
迎
え

ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
５
万
人
目
と
な
っ
た
大
阪

の
学
校
か
ら
お
越
し
の
杉
山
明
穂
さ
ん
は
「
突
然

の
こ
と
で
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。
５
万
人
達

成
の
記
念
品
と
し
て
、
橋
本
工
場
長
か
ら
記
念
品

と
美
用
レ
デ
ィ
ー
ス
の
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
奥

大
山
高
原
み
そ
、
奥
大
山
の
天
然
水
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
生
徒
た
ち
は
工
場
内
の
雪
室
な
ど

を
興
味
深
そ
う
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

▲天然水奥大山が作られる過程を学ぶ学生たち

まちの話題
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　８
月
16
日
及
び
17
日
に
大
山
ス
イ
カ
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
16
日
に
は
特
産
物
直
売
所
み
ち
く
さ
に

お
い
て
初
の
大
山
ス
イ
カ
即
売
イ
ベ
ン
ト
「
第
１
回
大
山

ス
イ
カ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
悪
天
候
で
し
た
が
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
17
日
に
は
江
尾
十
七
夜
江
尾
駅
前
特
設
テ
ン
ト

で
大
山
ス
イ
カ
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
４
年
目
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

も
好
評
で
し
た
。

　大
山
ス
イ
カ
の
販
売
は
み
ち
く
さ
で
行
っ
て
お
り
、
来

年
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▲大好評の大山スイカ試食

▲笑顔のコンニャク交流会

　８
月
７
日
、
日
輪
閣
に
て
鳥
取
県
立
日
野
高
等
学
校
の

生
徒
や
奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
、
み
ち
く
さ
推
進
会
議

等
を
招
き
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
加
工
・
特
産
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
コ
ン
ニ
ャ
ク
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
交
流
会
で
は
日
野
高
校
の
木
村
先
生
に
「
特
産
品

の
生
産
〜
販
売
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
特
産
品
と
し
て
の
考
え
方
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
を

使
用
し
た
商
品
等
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
」
「
も
っ
と
聞
き
た
い
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　講
演
会
終
了
後
は
、
加
工
品
開
発
の
参
考
に
す
る
た
め

取
り
寄
せ
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
商
品
の
試
食
を
実
施
。
コ
ン

ニ
ャ
ク
を
使
用
し
た
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
見

た
目
か
ら
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
使
っ
て
い
る
と
想
像
で
き
な

い
よ
う
な
商
品
も
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者

は
そ
の
作
り
方
な
ど

に
興
味
津
々
で
活
発

な
意
見
交
換
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
コ
ン

ニ
ャ
ク
を
使
っ
た
加

工
品
等
の
開
発
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。

大
山
ス
イ
カ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　７
月
26
日
・
27
日
の
２
日

間
、
江
府
小
学
校
体
育
館
で

日
野
路
少
年
剣
道
教
室
連
合

夏
季
合
宿
・
錬
成
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
合
宿
に
は
江

府
・
溝
口
・
日
野
か
ら
約
25

名
の
子
ど
も
が
参
加
し
、
練

習
及
び
試
合
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　昼
食
や
晩
御
飯
は
保
護
者

の
方
が
作
っ
た
ざ
る
う
ど
ん

や
カ
レ
ー
を
食
べ
、
日
輪
閣

に
み
ん
な
で
宿
泊
し
ま
し
た
。

朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始
ま

り
、
み
っ
ち
り
練
習
。
２
日

目
の
昼
か
ら
は
団
体
戦
・
個

人
戦
の
他
、
基
本
錬
成
と
い

う
、
形
の
美
し
さ
を
披
露
す

る
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
合
宿
は
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
が
、
江
府
町
で
の
開

催
は
６
年
ぶ
り
で
、
受
け
入

れ
る
江
府
町
の
子
ど
も
達
や

保
護
者
の
方
の
頑
張
り
で
、

今
年
も
無
事
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

日
野
路
少
年
剣
道
教
室
連
合
会

　
　夏
季
合
宿
・
錬
成
大
会

コ
ン
ニ
ャ
ク
交
流
会
開
催

▲

熱
の
こ
も
る
対
戦



10平成26年９月号

まちの話題

▲講師から作り方について説明を
　受けています

▲作品を丁寧に作っています

▲熱心に指導を受ける参加者の皆さん

　農
福
連
携
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
『
福
祉
施
設
で
の
障

が
い
者
の
就
労
問
題
』
『
就
農
者
の
労
働
力
不
足
の
問

題
』
こ
の
よ
う
な
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
の
が
こ
の
農

福
連
携
（
農
業
と
福
祉
施
設
の
連
携
）
で
す
。
江
府
町
で

は
初
の
事
例
と
し
て
『
株
式
会
社
か
わ
ば
た
』
と
『
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
ノ
ー
ム
の
糸
車
（
南
部
町
鶴

田
）
』
の
農
福
連
携
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
作
業
内
容

は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
。
ノ
ー
ム
の
糸
車
の
参
加
者
は
、

奥
大
山
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
従
業
員
か
ら
果
実
の

収
穫
方
法
の
指
導
を
受
け
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
収
穫
さ
れ

て
ま
し
た
。
今
後
も
江
府
町
内
で
農
福
連
携
の
輪
が
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　８
月
12
日
に
小
学
４
年
生
〜
５
年
生
を
対
象
に
は
ん
が

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
上
谷
美
波
さ
ん
を
講
師
に
、
カ

ラ
ー
タ
ッ
ク
版
画
と
い
う
イ
ン
ク
を
使
わ
ず
に
多
色
刷
り

が
で
き
る
カ
ラ
ー
版
画
を
作
り
ま
し
た
。

　参
加
者
は
「
花
火
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
作
品
づ
く
り
を

行
い
、
手
持
ち
花
火
の
様
子
や
江
尾
十
七
夜
の
花
火
な
ど
、

テ
ー
マ
に
ぴ
っ
た
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
作
品
が
た
く
さ
ん
で

き
て
い
ま
し
た
。

江
府
町
で
初
！

　農
福
連
携
が
ス
タ
ー
ト
！

夏
休
み
こ
ど
も
は
ん
が

　
　教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　８
月
30
日
・
31
日
、
姉
妹

町
の
西
ノ
島
町
で
第
35
回
江

府
町
西
ノ
島
町
交
歓
テ
ニ
ス

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
江
府
町
か
ら
Ｏ
Ｂ
ク
ラ

ブ
や
家
族
連
れ
な
ど
17
名
が

参
加
。
西
ノ
島
町
の
参
加
者

16
名
と
、
町
対
抗
の
団
体
戦
、

両
町
入
り
混
じ
っ
て
の
個
人

戦
な
ど
テ
ニ
ス
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
２
日
目

に
は
地
元
の
方
に
案
内
い
た

だ
き
、
防
波
堤
で
の
釣
り
や

遊
覧
船
で
の
観
光
な
ど
、
西

ノ
島
町
の
魅
力
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　35
年
前
に
姉
妹
町
の
盟
約

を
交
わ
し
て
か
ら
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
こ
の
交
流
大
会
。

中
に
は
30
年
に
渡
っ
て
参
加

し
て
い
る
方
も
お
り
、
記
念

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　来
年
は
江
府
町
に
お
迎
え

す
る
年
。
西
ノ
島
の
方
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

テ
ニ
ス
と
観
光
に
大
満
足
！

　江
府
町
西
ノ
島
町
交
歓
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▲

隠
岐
の
海
で

　大
物
G
e
t
な
る
か
？
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農業委員会だより

◎
農
地
の
転
用
と
は

　
　農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
で
な
く
す
こ
と
。

　例
え
ば
農
地
を
住
宅
・
工
場
・
資
材
置
場
・
道
路
・
山

　林
（
植
林
）
な
ど
の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

◎
許
可
は
な
ぜ
必
要
か

　
　農
地
は
食
料
の
大
切
な
生
産
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に

　自
然
災
害
防
止
等
多
面
的
な
機
能
を
併
せ
持
ち
、
国
土

　の
狭
い
我
が
国
に
と
っ
て
大
切
に
守
っ
て
い
く
必
要
が

　あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
農
地
の
転
用
に
は
農
地
法
に
よ

　る
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
農
地
は

　
　す
べ
て
の
農
地(

田
・
畑
・
樹
園
地
・
採
草
放
牧
地
）

　が
転
用
許
可
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
登
記
簿
地
目
が
農

　地
で
あ
れ
ば
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
く
て
も
農
地
性
（
農

　地
と
し
て
活
用
で
き
る
状
態
）
が
あ
れ
ば
農
地
と
し
て

　扱
わ
れ
ま
す
。

　
　又
、
地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、
作
物
等
を
肥
培
管

　理
さ
れ
て
い
る
土
地
も
農
地
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
農
地
が
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
内
に
あ

　る
場
合
、
原
則
転
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
転
用
を
行
う
場

　合
は
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
手
続
き
を
し
た
上
で
、
転

　用
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
無
断
で
農
地
転
用
す
る
と

　
　許
可
な
く
転
用
し
た
ら
農
地
法
違
反
と
な
り
ま
す
の

　で
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ

　た
り
、
３
年
以
下
の
懲
役
や
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

　が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

　農
地
転
用
の
申
請
受
付
は
、
農
業
委
員
会
で
行
っ
て

　い
ま
す
の
で
、
手
続
き
や
疑
問
は
農
業
委
員
会
に
相
談

　し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
総
会
（
８
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

　
　
　変
更
に
係
る
意
見
具
申

　
　
　
　
　
　２
件

　農
地
法
第
３
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
件

　秋
の
農
作
業
標
準
賃
金

９
月
の
農
地
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
26
年
９
月
30
日

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◎
場

　所

　江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

平成26年　秋の農作業標準賃金 江府町農業委員会

コンバイン

耕　　起

男人夫
１日８時間、

賄いなし

10aあたり、すみ刈

は委託者が実施

10aあたり

（注）

（１）これは、ほ場整備農地の賃金

　であり、ほ場整備未完了の農地に

　あってはこれを基準に相互に話し

　合って決定してください。

（２）表示金額は消費税を含みます。

女人夫

機 械

草 刈

7,600円

7,600円

15,700円

6,500円

畦　　畔
1時間あたり

燃料・機械含む1,620円

稲 刈
作 業 一 般

作　業　区　分 標準賃金 備　　考

農
地
の
無
断
転
用
は

　
　
　
　
　『
法
律
違
反
』
で
す
！

農
地
の
無
断
転
用
は

　
　
　
　
　『
法
律
違
反
』
で
す
！

　農
地
の
利
用
状
況
を
農
業
委
員
会
が
調
査
し
ま
す
。

　農
地
法
の
改
正
に
伴
い
平
成
21
年
よ
り
農
地
の
利
用

状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
が
法
制
化
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
も
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
及
び

違
反
転
用
の
防
止
等
の
た
め
、
10
月
に
農
業
委
員
が
関

係
機
関
と
共
に
担
当
地
域
を
巡
回
し
、
農
地
の
利
用
状

況
を
調
査
し
ま
す
。
調
査
の
際

に
は
農
地
の
中
に
立
ち
入
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　調
査
に
よ
り
遊
休
農
地
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
農
地
所
有

者
に
対
す
る
意
向
調
査
を
実
施

す
る
な
ど
解
消
に
向
け
て
指
導

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

10
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
し
ま
す

10
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
し
ま
す
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　８
月
４
〜
５
日
、
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
を
主
な
会
場
と
し
て
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
22
名
の
小
学
生
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
の
方
に
よ
る
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
奥
大
山
古
道
散
策
や
ブ
ナ
林
の
自
然
観
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

今
年
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
参
加
も
あ
り
、
協
力
隊
の
指
導
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　室
内
で
は
、
夏
休
み
の
課
題
や
紙
芝
居
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
紙
芝
居
の
題

材
は
、
江
府
町
に
伝
わ
る
昔
話
で
す
。
「
七
色
が
し
」
は
有
名
で
す
が
、
「
城
山
の

兜
」
や
「
弘
法
さ
ん
と
河
童
」
な
ど
、
地
域
に
伝
わ
る
話
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
紙
芝
居
に
し
て
お
互
い
に
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　夜
に
予
定
し
て
い
た
星
空
観
察
は
、
曇
天
の
た
め
中
止
に
し
、
星
座
早
見
盤
の
作
成

や
星
座
カ
ル
タ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
か
ら
「
江
府
町
は
星

が
よ
く
見
え
て
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　江
府
町
の
も
の
・
こ
と
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
郷
土
を
再
発
見
す
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

　「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
聞
く
こ
と
よ

り
も
見
る
こ
と
の
方
が
物
事
は
よ
く
分

か
り
ま
す
し
、
見
る
こ
と
よ
り
体
験
す

る
こ
と
の
方
が
も
っ
と
よ
く
分
か
り
ま

す
。　夏

休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
江
府

小
・
江
府
中
の
先
生
方
の
保
育
体
験
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　小
学
校
の
研
修
で
は
、
子
ど
も
達
が

見
通
し
を
持
っ
て
生
活
で
き
て
い
る
こ

と
や
協
力
し
合
う
姿
な
ど
の
園
児
の
育

ち
や
、
保
育
士
の
先
生
方
の
「
待
つ
」

と
い
う
姿
勢
な
ど
、
小
学
校
で
の
指
導

に
役
立
つ
気
づ
き
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

　中
学
校
で
は
、
森
本
先
生
が
、
初
任

者
研
修
と
し
て
保
育
体
験
研
修
を
さ
れ

ま
し
た
。
保
育
体
験
を
通
し
て
、
学
校

で
教
え
て
い
る
中
学
生
が
ど
の
よ
う
な

育
ち
を
経
て
き
た
の
か
を
知
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

　保
小
中
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
の
理
解
を

深
め
る
研
修
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

小学生が
郷土について学びました
～サマースクール開催～

小学生が
郷土について学びました
～サマースクール開催～

保育園での体験研修が行われました保育園での体験研修が行われました

森本先生（江府中）の保育体験研修

江府小の先生方の保育研修
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Hello everyone,

This summer has been very strange.  It hasn’t been too hot lately, and there has been a lot of rain.  

There weren’t many days that felt muggy either.

The festival season was a lot of fun.  I went to a lot of festivals, but Juushichiya is the best.  I was so 

sad that it rained though.  Some of my friends came from Yonago and Mizokuchi to see the festival, too.  

Koebi-chan was wearing a cute outfit that had “festival” written on it in kanji.  Did you see her?

I also visited Hiroshima to see my landlord.  We went to Iwakuni to see the Kintaikyo Bridge. It was 

amazing. That night, there was a very big storm in Hiroshima with a lot of lightning and thunder. I was 

surprised.

Soon, winter will be here again.  Koebi loves to play in the snow, so I’m sure she’ll be very happy.

Take care everyone!̃Connie

皆さん、こんにちは。

今年の夏はとても不思議な夏でした。それほど暑くなかったし、たくさん雨が降りました。そして、蒸し暑

い日もそう多くはなかったですしね。

今年も祭りの季節はとても楽しかったです。私はたくさんの祭りに行きましたが、何と言っても十七夜が一

番いいです。今年の十七夜は雨が降ったのでとても悲しかったです。友達が米子や溝口から十七夜を見に来

ましたから。小江尾ちゃんは、漢字で「祭り」と書いてあるとてもかわいい服を着ていましたが、皆さんは

小江尾ちゃんを見ましたか。

それから、私の大家さんに会いに広島に行きました。そして、岩国に行って錦帯橋を見ました。すごかった

です。その夜、広島にはとても大きい嵐がやって来て、雷がゴロゴロ鳴ったり、稲妻が光ったりしました。

本当にびっくりしました。

じきに江府にも冬がまた来ますね。小江尾ちゃんは雪の中で遊ぶのがとても好きなので、たぶん大喜びする

だろうと思います。

では、皆さんもお元気で。カーニーより

おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

＊一般書

　遺譜＊浅見光彦最後の事件(上･下)／内田康夫

　ネットに奪われる子どもたち／清川輝基[編著]

　学年ビリのギャルが１年で偏差値を40上げて

　慶應大学に現役合格した話／坪田信貴

　103歳＊世界最速のおじいちゃんスプリンター／宮崎秀吉

　腹心の友たちへ／村岡花子

　アンパンマンの遺書／やなせたかし

＊ＹＡ（小学校高学年～一般向図書）

　まりこふんの古墳ブック／まりこふん

＊絵本

　おばけのクリリン／こさかまさみ

★　今月の＊おしらせ　★

◎はじめに

　この本は、月子というひとり暮らしの女性の晩ご

はんを紹介しています。

　月子のごはんは作ってみるとはじめてわかります。

　「おいしい」のです。

　「こんなに簡単で、こんなにおいしいの？」

と思います。

　お米をといで10分。

　ごはんを炊いて10分。

　ごはんを蒸らして10分。

　この30分のあいだに作れるおかずです。

　味つけはいつも少なめ。

　煮すぎ、炒めすぎをしない。

　「すぎる」ことはしない。

　「あ、これ食べたいな」と思うときに

作ってみてください。

本当においしい、ですから。

　―――寺澤太郎・高木智代『今日のごはん、何作ろう？』より

36歳独身、図書館に勤務している「月子」さんの、日々の出
来事に添えられるような、素朴なレシピの数々。物語仕立て
の、あたらしい料理本。食欲をそそる写真と文章で、「今晩
のごはんに何を作ったらいいの？」というシンプルなお悩み
を解決します。

★ 今月のおすすめの一節 ★ ★ 今月の新着図書 ★

〔敬老の日＊読書のすすめ2014〕

「本を読むと若くなる」といわれます。読書が心の

健康に役立ち、頭の体操をさせてくれるからです。

ちょっとのんびり、本を読みながら体操をしてみま

しょう。

カーニ
ー先生のほのぼのコラム　
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地域おこし協力隊通信

　８月４、５日に開催されたサマースクールに参

加させて頂きました。

　「奥大山古道散策」や「江府町の昔話を使った

紙芝居作り」など、江府町でしか経験出来ない事

がたくさんで、ずっと都会で過ごしてきた私にと

ってはとても羨ましく感じました。

　子供達が大人になったときに江府町ではこんな

ことが経験出来たよ！と自慢出来るようになって

ほしいです。　　　　　　　　　（雨宮　達樹）

№５ ～片岡順調に
　　　　　　　減量中～

～ お知らせ ～
　協力隊の片岡さんが今年の４月に江府町に
来てから５㎏も痩せました！
　町で見かけたら「痩せたね！」と声をかけ
てあげてください。

お誕生日おめでとう
ございます！

お誕生日おめでとう
ございます！

お誕生日おめでとう
ございます！

地域おこし協力隊通信

祝24歳♪

8月21日生まれ

古海 修祐さん

　農業支援班は宮市法人のホーム

ページのリニューアルをさせて頂い

たり、宮市のボランティア団体（ト

ンカチ屋さん）のホームページを

作ったりと各々の力で活動をさせて

頂いています。９月に入り鳥取大学

の学生さんと一緒に作ったお米の出

来栄えが気になる季節になりました。

　　　　　　　　　（片岡　薫哉）

笹船だお

24歳激アツ

豊作祈願



　本年度、鳥取県では、障がい者の芸術・文化活動を通じ

て障がいへの理解を深める「全国障がい者芸術・文化祭

とっとり大会」（会期平成26年7月～11月）が開催される

ことから、日南町美術館では、星野富弘さんの詩画約70点

を紹介する「星野富弘花の詩画展」を本大会にあわせて開

催します。

　星野さんは、教員時代の不慮の事故により頸髄を損傷し、

手足の自由を失いました。その後、家族の献身的な介護と

協力により、口に筆をくわえて詩画の創作を始めます。ま

さに絶望の淵から立ち上がり努力を続けて打ち込んだ創作

活動は障がいを乗り越える希望の光となり、その作品は多くの人々の心に感動と勇気を与え続けてい

ます。

■開催期間：８月29日(金）～９月28日(日) 

※毎週月曜日と９月16日(火)は休館。9月15日《月・祝》は開館します。)

※入場料／一般　500円（400）、高校生300円(250)、中学生以下は無料

※（　）は、20名以上の団体割引、障がい者とその付添の方1名は無料

■会　　場：日南町美術館

■問合せ先：日南町美術館0859-77-1113

　「オモロ迫力」をテーマに大小四十数台の和太鼓、津軽三味線、篠笛

などを駆使したユニークなコンサートはエンタテイメント性に溢れ、そ

のドラマティックな演出と共に大きな注目を集めている和太鼓グループ

「打打打団 天鼓 (DADADADAN TENKO)」。

　数々のビッグイベントやテレビへの出演、またライブハウスから数千

人クラスの劇場まで、世界二十カ国1000公演を超えます。迫力の演奏を、

ぜひご体験ください。

■日　　時：10月12日（日）　18：00開演

■料　　金：大人2,000円　高校生以下1,000円　当日500円増

■会　　場：日南町総合文化センターさつきホール

■問合せ先：日南町総合文化センター　0859-77-1111

星野富弘　～花の詩画展～

和太鼓グループ 打打打団 天鼓 (DADADADAN TENKO)　公演

日南町
郡内他町のイベント情報

鳥取県日野地区連携･共同協議会

お知らせ－information―

★日野郡内のイベントについてもっと知りたい方は、

各町ホームページと日野振興センターホームページ

に掲載されている「日野郡３町イベントカレンダー」

をご覧ください。

（http://www.pref.tottori.lg.jp/hino-events/）

目印はコレ！→

15 平成26年９月号
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－information―お知らせ

(注)平成25年度「地方財政状況調査」から。

※減額前

（参考）国との給料月額の水準比較(ラスパイレス指数の状況)

(注)ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100として場合の地方公務員の給与水準を示す数値。
(注)類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したもの。
(注)平成26年7月1日～平成26年9月30日まで行政職5級、6級及び医療職2級は、毎月給料月額3％ｶｯﾄ。（　）内はカット後の平均給料月額。
(注)育児休業中職員含む。

（注）給料及び報酬月額の（　）内は、減額措置を行う前の金額。
（注）期末手当は、カット前の給料又は報酬月額に20％を加算し、上記の数を乗じた額。
（注）平成26年5月1日～平成27年3月31日まで　町長30％、副町長・教育長20％、議長・副議長・議員15％を毎月の給料または報酬からカット。

　(1)期末手当・勤勉手当

　(2)退職手当

１．人件費の状況（普通会計決算）

　江府町職員の平成26年度の給与等の状況を皆さまににお知らせします。職員の給与制度は国家公務員の給与制度
に準じて町の条例によって定められています。より詳しくは、江府町ホームページに各年度ごとに総務省が指定する
統一様式で「江府町の給与・定員管理等について」として公表していますのでこちらをご覧ください。（国・県等と
の比較があるため平成25年度まで公表しています。）
　また、全国の他市町村と相互間で比較や分析が可能となるよう総務省のホームページ内で、「地方公共団体給与情
報等公表システム」として全市町村がホームページをリンクし、統一様式で公表しています。
※「地方公共団体給与情報等公表システム」のアドレス http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/j-k_system/index.html

区分

区　　分

一般行政職
大学卒

高校卒

江府町 鳥取県 国

25年度

人件費
Ｂ

3,259人

歳出額
Ａ

実質収支
住民基本台帳人口
（25年度末）

人件費率
Ｂ／Ａ

11.8%4,730,225千円

161,600円

140,100円

178,800円

144,500円

172,200円

140,100円

157,683千円 555,892千円

24年度の
人件費率

17.3％

２．職員の初任給の状況（平成26年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 職員数

一般行政職

医 療 職

43.7 歳

42.0 歳

71 人

2 人

３．職員の平均給与月額の状況及び平均年齢の状況(平成26年９月１日現在）

４．特別職等(教育長含む）の報酬等の状況（平成26年４月１日現在）

区　　　分 給料・報酬月額等 期末手当 退職手当

年度 区分 江府町 類似団体平均

平成25年度 一般行政職 95.6(国削減前)
103.5(国削減後)

94.8(国削減前)
102.6(国削減後)

給
料

報
酬

町 長
副 町 長
教 育 長

議 長
副 議 長
議 員

711,000(790,000)円 ※10％ｶｯﾄ
600,400(632,000)円 ※  5％ｶｯﾄ
558,600(588,000)円 ※  5％ｶｯﾄ

292,600(308,000)円 ※  5％ｶｯﾄ
217,550(229,000)円 ※  5％ｶｯﾄ
204,250(215,000)円 ※  5％ｶｯﾄ

６月支給 1.40 月分
12月支給 1.55 月分
合　計 2.95 月分

給料月額×在職月数／12×(勤続1年につき)5.0
給料月額×在職月数／12×(勤続1年につき)2.8
給料月額×在職月数／12×(勤続1年につき)2.2

６月支給 1.40 月分
12月支給 1.55 月分
合　計 2.95 月分

５．主な職員手当の状況（平成26年４月１日現在）

江　府　町 鳥　取　県 国

支給月 期末手当 勤勉手当 合　計

６月

12月

計

1.225 月分

1.375 月分

2.600 月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　5～15％
(注)期末・勤勉手当は給与カット前額
で算定。

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　5～20％
・管理職加算　15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　5～20％
・管理職加算　10～25％

0.675 月分

0.675 月分

1.350 月分

1.900 月分

2.050 月分

3.950 月分

支給月 期末手当 勤勉手当 合　計

６月

12月

計

1.130 月分

1.320 月分

2.450 月分

0.725 月分

0.725 月分

1.450 月分

1.855 月分

2.045 月分

3.900 月分

1.225 月分

1.375 月分

2.600 月分

0.645 月分

0.645 月分

1.290 月分

1.870 月分

2.020 月分

3.890 月分

支給月 期末手当 勤勉手当 合　計

６月

12月

計

（支給率）　　 自己都合　　 勧奨・定年

 勤続20年 　　23.03 月分　  28.7875 月分

 勤続25年 　　32.83 月分　  38.955   月分

 勤続35年 　　46.55 月分　  55.86     月分

最高限度額　　55.86 月分　  55.86     月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置

　　　　　　　　　（2％～20％加算）

（支給率）　　 自己都合　　 勧奨・定年

 勤続20年 　　21.62 月分　  27.025 月分

 勤続25年 　　30.82 月分　  36.57   月分

 勤続35年 　　43.70 月分　  52.44   月分

最高限度額　　52.44 月分　  52.44 月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置

　　　　　　　　　（2％～20％加算）

江　府　町 国

江府町職員の給与等の状況をお知らせします

311,344 円
(308,623)
413,000 円
（405,743)
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お知らせ－information―

江府町人事行政の運営状況についてお知らせします

（注）江府町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

（注）特別職ほか非常勤職員及び
　　　臨時的任用職員含む全職員。

（注）特別職等とは、市町村職員共済組合加入の非常勤職員含む。
（注）正職員には、一般行政職、医療職含む。

（注）各年度4月1日現在。
　　　(特別職、医療職除く。)

(1)一般行政職の級別職員数の状況（平成26年９月１日現在）

(3)一般行政職の年齢別職員構成の状況(平成26年９月１日現在）

１．職員数の状況

区　分

区　分 計
20歳

未満

20歳

～

23歳

24歳

～

27歳

28歳

～

31歳

32歳
～

35歳

36歳

～

39歳

40歳

～

43歳

44歳

～

47歳

48歳

～

51歳

52歳

～

55歳

56歳

～

59歳

60歳

以上

標準的な職務内容 職員数(人) 構成比(％)
１　級
２　級
３　級
４　級
５　級
６　級

13
10
13
19
14
2

18.3%
14.1%
18.3%
26.8%
19.7%
2.8%

主事、保健師、保育士
主任、主任保健師
主幹、主幹看護師、主幹保育士、主幹栄養士
課長補佐、園長補佐、主査
課長、会計管理者、局長、参事、園長、室長
課長

(1)採用の状況（平成26年４月採用分）

２．職員の任免に関する状況

区　分 区　分 定年 勧奨 自己都合 小計 合計採用人数
一般行政職 年度末退職

年度途中退職
４人

(1)研修の状況（平成25年度）

(2)人事考課の状況（平成25年度）　施行中

５．職員の研修・勤務成績の評定の状況

研　修　内　容 受講者数

(2)退職の状況（一般行政職）

(2)一般行政職の職員数の推移

年度 職員数(人)
25年度
24年度
23年度
22年度
21年度
20年度

70
69
67
66
64
66

構成比(％)
職員数(人)

0.0%
0

０人
０人

３人
０人

０人
0人

３人
0人

３人

(1)勤務時間（標準的なもの）

３．職員の勤務時間その他の勤務の状況

(1)分限処分（平成25年度）　該当なし

(2)懲戒等処分（平成25年度）該当なし

(3)勤務条件に関する措置の要求の状況（平成25年度）　該当なし　(4)不利益処分に関する不服申立ての状況（平成25年度）　該当なし

４．職員の分限・懲戒処分の状況

正規の勤務時間
1週間あたり38時間45分

開始時刻
午前8時30分

終了時刻
午後5時15分

休憩時間
正午～午後1時

(2)年次有給休暇の取得状況（平成24年）

１人当たりの平均使用日数
使用率(総使用日数／総付与日数） 22.5%

9.9日

(3)育児休業の状況（平成25年度）

２人新規

7.0%
5

9.9%
7

7.0%
5

9.9%
7

2.8%
2

7.0%
5

14.1%
10

11.3%
8

12.7%
9

18.3%
13

0.0%
0

―
71

鳥取県職員人材開発センター研修による階層別研修
鳥取県職員人材開発センター研修による各種研修
市町村職員中央研修所による研修
日野郡３町及び日野総合事務所職員合同研修
若桜町との職員研修・交流事業
人権・同和問題職員研修

　9人
　4人
　3人

延べ42人
　5人
52人

(1)健康診断の状況（平成25年度）

(2)福利厚生の状況（平成25年度）・(財)鳥取県市町村職員互助会について(平成25年度)

平成25年度中の情報公開及び個人情報保護制度の運用状況に

ついてお知らせします。

　・平成25年度共済互助会町負担金(年額)1,000千円
　　（職員１人当たり（年額）　11,362円)

６．職員の福利・利益の保護の状況

江府町情報公開及び個人情報保護制度の運用状況

受検者数区分
79人
49人
2人

事業所健診
人間ドック
その他健診等

区　分
特別職等

正職員

負担内訳
対給料月額・期末
対給料月額
対期末・勤勉

職員負担
2.0/100
2.5/100
2.0/100

町負担
2.0/100
2.5/100
2.0/100

区　　分 請求件数

情報公開制度
個人情報保護制度

7件
3件

6件
3件

0件
0件

0件
0件

0件
0件

決定の内訳
公開 一部公開

1件
0件

非公開 文書不存在 却下

給付事業

福祉事業

貸付事業

出産･結婚･入学(就職)祝金、弔慰金、退会
せん別金

宿泊保養施設利用助成、人間ドック、インフルエンザ
予防接種助成、団体旅行あっせん、健康ウォーク

生活及び修学資金の貸付（新規受付は平成21年度をもって廃止。)

共
済
互
助
会
事
業
内
容



多面的機能支払制度(農地維持支払、資源向上支払)に
取り組みませんか

多面的機能支払制度(農地維持支払、資源向上支払)に
取り組みませんか

　１　多面的機能支払とは
　平成26年度から農業の多面的機能の維持・発揮を目的として、「多面的機能支払制度」が始まりました。この

制度は、地域の農業者等で日常的に取り組まれている草刈や泥上げ、農道・水路の維持管理等を支援することに

より、農業生産活動を維持する制度です。

　２　協定集落での多面的機能支払の取組提案
○中山間地域等直接支払と多面的機能支払は、一緒に取り組むことができます。（ただし、中山間地域等直接支

　払に取組まれている集落協定においても、多面的機能支払に取組む場合は、別途活動組織を設立する必要があ

　ります。）

○これまで中山間地域等直接支払で行っていた草刈りや泥上げ等に要する経費は、多面的機能支払を優先的に活

　用いただけます。このため、これまで中山間地域等直接支払で支出していた草刈りや泥上げ等にかかる経費を、

　多面的機能支払で支払うことにより、中山間地域等直接支払で余った交付金は、個人配分や他の共同取組活動

　に使うことができます。ただし、一緒に取り組むことができない活動も一部有りますので、役場農林課までお

　問合せください。

○中山間地域等直接支払制度の対象とならない農地（緩傾斜の農地など）も対象となります。

○活動期間は５年間（平成26年度～30年度）ですが、中山間地域等直接支払制度に取組まれる場合のみ、６年間

　（平成31年度まで）の取り組みが可能です。

　３　多面的機能支払制度交付単価

※①農地維持支払は、必須の活動です。※②資源向上支払(共同活動)は取組内容よって単価が変わります。
※②③資源向上支払は、地域の実情に応じて選択できます。（①のみの取り組みも可能です。）

　【主な活動例】

※集落等での説明会を希望される場合など詳しくは、役場農林課（電話番号：75-6610）までご相談ください。
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①農地維持支払

（草刈り、泥上げなど）

田

畑

草地

3,000円/10a

2,000円/10a

　250円/10a

②資源向上支払［共同活動］

（目地補修、植栽など）

2,400円/10a

1,440円/10a

　240円/10a

③資源向上支払［施設の長寿命化］

（水路整備、農道舗装など）

4,400円/10a

2,000円/10a

　400円/10a

（農地法面の草刈り） （目地補修） （水路嵩上げ）

（水路の泥上げ） （植栽） （農道舗装）

①農地維持支払 ②資源向上支払（共同活動） ③資源向上支払(施設の長寿命化）①農地維持支払 ②資源向上支払（共同活動） ③資源向上支払(施設の長寿命化）

※平成26年度中に多面的機能支払制度に取組まれる場合、申請書類の提出期限は12月までです。



下蚊屋ダム小水力発電所について下蚊屋ダム小水力発電所について

平成25年度中山間地域等直接支払交付金の実施状況の公表について
１　集落協定の概要
　中山間地域は、一枚当たりの田んぼも小さく、傾斜も急で法面の草刈りにも労力がかかなるなど、高齢化が進
行する中で農地を維持していくことが困難になっています。本町では、そのような中山間地域の農業・農村を維
持し、将来に向けて発展していけるよう、平成12年度から中山間地域等直接支払制度に取組んでいます。
　この制度では、農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落等を単位に、農地を維持・管理していくた
めの取り決めとなる協定を締結し、それにしたがって行われる農業生産活動等を支援するため、協定の面積規模
等に応じて一定額を交付しています。現在、第３期対策(平成22年度～平成26年度の５年間）を実施中です。こ
の交付金による取り組みなどの実施状況を、中山間地域等直接支払交付金実施要領第12及び中山間地域等直接支
払交付金実施要領の運用第16の規定により公表します。

３　集落協定締結数、個別協定締結数及び各集落等への交付額
　（１）協定締結数　２８協定　関係農業者等数　704人

４　農業生産活動の実施状況
　（１）耕作放棄の防止等の活動（（　）内数字は取組協定数。）

　・賃借権設定・農作業の委託(17)　・農地の法面管理(20)　・柵、ネット等の設置(6)　・簡易な基盤整備(2)

　（２）多面的機能を増進する活動（（　）内数字は取組協定数。）

　　・周辺林地の下草刈(19)　　・景観作物の作付け(7)　　・自然生態系の保全に資する取組(7)

５　農業生産活動等の体制整備の実施状況
　（１）Ｃ要件選択　　23協定

　（２）単価区分　　　10割単価：23協定、８割単価：５協定
　　※Ｃ要件とは、協定期間（５年）内に農作業ができなくなった場合に、あらかじめ決めていた農家等（サポート者）が代わりに農

　　　作業を行い、農地の維持管理を持続する仕組みを作ることを目標とし、それを要件としています。必須要件（最低限の農地管理

　　　活動等の実施）＋Ｃ要件で交付金の単価が通常単価（１０割単価）となります。

２　協定農用地の基準別の面積及び交付額
　（１）交付面積

　　※すべて３法指定地域に係るもの

　　※町平均1協定当たり面積：16.9ha

平成25年度中山間地域等直接支払交付金の実施状況の公表について

【事業目的】
　再生可能エネルギー固定価格買取制度の施行を契機に、農業用ダム（下蚊屋ダム）から常時放流している河川維持
放流水を利用した小水力発電所の整備を農林水産省の補助事
業を活用して行います。
　これにより得る売電収益を、国営事業により造成されたダ
ムから末端パイプラインまでの一連の土地改良水利施設の維
持管理費に充当し、費用の軽減を図ることを目的としていま
す。

【事業概要】
農林水産省の国庫補助事業を活用し、発電所整備を行います。
・事業期間　平成24年度～平成26年度
・事業内容　最大出力　197kw
　　　　　　年間可能発電電力量　1,537ＭＷｈ
　　　　　　水圧管路(新設）Φ400～350　Ｌ＝84ｍ
　　　　　　放水路・発電所（新設）　　１ヶ所
・事業主体　鳥取県

19 平成26年９月号
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下蚊屋ダム

洪水吐

管理棟

放流バルブ室

導水管

水圧管路

発電所
放水路

【この事業についてのお問合せ先】
　鳥取県西部総合事務所農林局地域整備課
　電話番号：0859－31－9664

田(ha) 畑(ha)

473
( 3 )

1 
( 0 )

474 
( 3 )

計(ha)

区　分 田(円) 畑(円) 計(円)

交付額
91,826,463

( 50,596 )

18,130 

( 0 )

91,844,593
内町費 22,961,164

( 50,596 )

※（　）内は規模拡大加算に係るもの

※（　）内は規模拡大加算に係るもの

（２）交付額
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JAF交通安全講習会　受講者募集!!JAF交通安全講習会　受講者募集!!

開 催 日 時：平成26年9月30日（火）　午前10時～12時（予定）

会　　　場：江府町防災・情報センター２階　研修室（座学）　

　　　　　　及び駐車場（シートベルト体験）

受講対象者：町内のシルバードライバー（50歳以上の運転者）

参　加　費：無料

　９月21日（日）より、秋の全国交通安全運動が実施されます。江府町では、運動期間のメインイベ

ントとして社団法人日本自動車連盟（JAF）による高齢者向けの交通安全講習会を開催します。

　自動車のプロフェッショナルであるJAF隊員の方を講師にお招きし、私たちの生活に欠かせない自

動車の安全な運転について学びます。参加は無料ですので、ぜひこの機会に、日ごろの運転を見つめ

なおしてみませんか？

　参加のご希望は、各集落の交通安全対策委員さんまでお申込みください。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の

申請期間は ９月30日（火）までです

江府町では、７月から「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例

給付金」の２つの給付金の申請を受け付けています。

この日を過ぎると、支給対象となる方でも給付金を受け取ることができません。

対象となる方には６月末に申請書を郵送していますので、確認をお願いします。手続きがお済みで

ない方は、期間内に役場住民課で申請を行ってください。

（お問い合わせ先） 住民課　電話：75－3223

※お問い合わせは、江府町役場総務課（☎75-2211）までご連絡ください。

申請はお済みですか？



　鳥取県国際交流財団では、やさしい（平易な）日本語で書いた外国

人向けの防災ハンドブックを作成し、ご希望の方に渡しています。

　このハンドブックは、外国人ならではの視点をもとに、災害の危険

性を知ること、その危険から身を守るためには防災が必要であること、

普段から災害に関する知識やいざという時の心構えを持つことで災害

時の被害を最小限に食い止めることができること、を伝えるために作

成しました。

　また、やさしい（平易な）日本語で、災害情報を伝達する意識を周

囲の人々も持つことで、災害弱者になりやすい外国出身者の減災につ

ながります。

　このハンドブックが一人でも多くの外国出身の皆さんのお手元に届

くよう、当財団ホームページに掲載していますが、必要な部数をお知らせいただければ送付いたしま

すので、お気軽にお問い合わせください。

　　　　

○問合せ：鳥取県国際交流財団　本所　電話：0857-31-5951
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防災ハンドブック

やさしい日本語版(一部多言語版)を配布しています！

防災ハンドブック

やさしい日本語版(一部多言語版)を配布しています！
にほんごばん いちぶたげんごばん はいふ

ぼうさい

普
段
か
ら
大
雨
や
台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

普
段
か
ら
大
雨
や
台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

　９
月
、
10
月
は
、
大
雨
、
台
風
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た

め
、
普
段
か
ら
台
風
等
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
天
気
予
報
や
気
象
状
況
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
！

　洪
水
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
に
は
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新

聞
の
天
気
予
報
に
注

意
し
、
各
注
意
報
、

警
報
は
見
落
と
さ
な

い
、
聞
き
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
持
ち
出
す
も
の
を
準
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
！

　日
頃
か
ら
非
常
時
に
持
ち
出
す
も
の
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
！

　地
区
ご
と
に
緊

急
・
災
害
時
に
避
難

す
る
場
所
が
あ
り
ま

す
が
、
「
自
分
の
避

難
場
所
が
ど
こ
な
の

か
？
ど
こ
の
場
所
が

安
全
な
場
所
な
の

か
」
日
頃
か
ら
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
夜
間
の
避
難
が
危

険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
早
め
の
避
難
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
大
雨
や
台
風
に
備
え
て
家
、
家
の
周
り

の
点
検
、
整
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

　家
の
ま
わ
り
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

も
の
が
な
い
か
、
雨
戸
、
瓦
、
雨
ど
い
な

ど
が
傷
ん
で
な
い
か
、
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
排
水
溝
な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
な

い
か
確
認
が
必
要
で
す
。
普
段
か
ら
の
確

認
、
整
備
が
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
警
戒
警
報
・
避
難
命
令
な
ど
に
は
、
速

や
か
に
従
い
ま
し
ょ
う
！

　川
の
増
水
な
ど
は
、
短
期
間
の
う
ち
に

一
気
に
危
険
な
状
態
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
は
、

非
常
に
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

無
視
し
て
い
て
は
命
に
係
わ
る
被
害
を
出

し
か
ね
ま
せ
ん
。
避
難
命
令
等
に
は
速
や

か
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
す
る
と
き
は
、
早
め
に
、
な
る
べ

く
他
の
人
と
一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
！

　持
ち
出
す
も
の
は

最
小
限
の
も
の
に
し
、

機
敏
に
動
け
る
体
制

で
一
緒
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。



「
大
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
ゾ
ー
ト

　ブ
ラ
ザ
ー
ズ
５

　ス
ペ
シ
ャ
ル

　コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

「
法
の
日
」
週
間

　秋
の
と
っ
と
り
花
回
廊
で
楽
し
む
音
楽

の
祭
典
「
大
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
ゾ
ー

ト
」
が
10
月
４
日
（
土
）
、
午
後
２
時
か

ら
、
と
っ
と
り
花
回
廊
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
ま
す
。
出
演
は
、
４
月
に
結
成
し

た
ば
か
り
の
話
題
の
新
ユ
ニ
ッ
ト
「
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
５
」
。
杉
田
二
郎
・
堀
内
孝
雄
・

ば
ん
ば
ひ
ろ
ふ
み
・
高
山
厳
・
因
幡
晃
と

い
う
日
本
の
フ
ォ
ー
ク
シ
ー
ン
を
代
表
す

る
５
人
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

　「
戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
」

「
遠
く
で
汽
笛
を
聞
き
な
が
ら
」
「
い
ち

ご
白
書
を
も
う
一
度
」
「
心
凍
ら
せ
て
」

「
わ
か
っ
て
下
さ
い
」
な
ど
、
数
多
く
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
持
つ
５
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
曲
は
も
ち
ろ
ん
、
洋
楽
・
邦
楽
の
懐
か

し
い
青
春
の
ポ
ッ
プ
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。

こ
の
秋
、
と
っ
と
り
花
回
廊
で
、
熱
か
っ

た
青
春
の
日
々
が
甦
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
と
っ
と
り
花
回
廊
、
ま
た
は

山
陰
放
送
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
15
日
は
老
人
の
日

９
月
15
日
〜
21
日
は
老
人
週
間

　老
人
の
日
、
老
人
週
間
は
、
①
国
民

の
間
に
老
人
の
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
、
②
老
人
が
自
ら
の
生
活
の

向
上
に
努
め
る
意
欲
を
促
す
、
と
い
う

二
つ
の
目
的
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
社
会
の
も
と
で
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

家
庭
、
地
域
社
会
、
職
場
、
学
校
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
世
代
間
の
か
か
わ

り
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
社
会

全
体
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
ま
た
私
た
ち

の
身
近
な
問
題
と
し
て
高
齢
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の

た
め
、
関
心
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　10
月
１
日
〜
７
日
ま
で
の
「
法
の
日
」

週
間
に
ち
な
み
、
裁
判
所
、
法
務
省
及
び

弁
護
士
会
の
共
催
に
よ
り
、
以
下
の
事
業

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

１
．
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　裁
判
所
見
学
会

日

　時

：

10
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場

　所

：

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　米
子
支
部

定

　員

：

24
人
（
申
込
受
付
順
）

申
込
先

：

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
　
　米
子
支
部
庶
務
課

　
　
　
　☎
０
８
５
９

－

22

－

２
２
０
５

２
．
鳥
取
地
方
検
察
庁
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　検
察
庁
見
学
会

日

　時

：

10
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場

　所

：

鳥
取
地
方
検
察
庁

定

　員

：

20
人
（
申
込
受
付
順
）

　
　
　
　締
切
９
月
26
日

申
込
先

：

鳥
取
地
方
検
察
庁

　
　
　
　企
画
調
整
課

　
　
　
　☎
０
８
５
７

－

22

－

４
１
７
４

３
．
鳥
取
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　無
料
法
律
相
談
（
西
部
地
区
）

日

　時

：

10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場

　所

：

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　米
子
支
部

定

　員

：

30
人
程
度
（
当
日
受
付
順
）

問
合
せ
先

：

鳥
取
県
弁
護
士
会

　
　
　
　☎
０
８
５
７

－

22

－

３
９
１
２

無
料
調
停
相
談
会

　米
子
地
区
調
停
協
会
で
は
、
以
下
の
日

程
で
、
民
事
・
家
事
調
停
委
員
に
よ
る
無

料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
金
や

土
地
・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
民
事
上

の
争
い
ご
と
、
夫
婦
間
の
問
題
、
遺
産
分

割
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め
ご
と
に
つ
い
て
、

調
停
委
員
が
調
停
手
続
き
の
利
用
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日

　時

：

10
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場

　所

：

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　（
米
子
市
末
広
町
２
９
３
）

　
　
　☎
０
８
５
９

－

35

－

４
１
７
１

主

　催

：

公
益
財
団
法
人

　
　
　
　日
本
調
停
協
会
連
合
会

後

　援

：

最
高
裁
判
所

問
合
せ
先

：

鳥
取
地
方
裁
判
所

　
　
　
　米
子
支
部
庶
務
課

　
　
　☎
０
８
５
９

－

22

－

２
２
０
５

22

－information―お知らせ

平成26年９月号



あとがき
今年も伝統の江尾十七夜が盛大に行われました▼当日の午後８時過
ぎまで大雨警報が発令され、火文字や少年相撲大会、江府中吹奏楽
部の発表などは残念ながら中止となりましたが、雨にも関わらず約
8,500人のお客さんが集まりました▼取材をしていると県外で就職
した友達に偶然遭遇。仕事中でしたがついつい話し込んでしまいま
した▼普段はなかなか会うことができない人にも、十七夜に行けば
また会うことができる。それも十七夜の大きな魅力ではないでしょ
うか▼美味しそうにビールを飲む友達が少しうらやましかった今年
の十七夜でした。

固 定 資 産 税 ３ 期
国民健康保険税４期
介 護 保 険 料 ４ 期
後期高齢者医療保険料３期

《9月の納税は》

納期限は９月30日(火)です。（口座振替は９月30日）

23 平成26年９月号

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関で

お支払いください。なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。

◎
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）

下
蚊
屋

　小
椋

　廣
子

　

 

81
歳

　
　

 

睦
美

高

　谷

　西
岡

　康
心

　

 

74
歳

　
　ま
ち
子

下
蚊
屋

　中
尾

　榮
江

　

 

90
歳

　
　

 

正
志

袋

　原

　清
水
あ
つ
子

　

 

92
歳

　
　

 

孝
司

武

　庫

　加
持
谷
み
ち
枝

　

 

92
歳

　
　

 

典
範

新

　一

　田
中

　金
明

　

 

88
歳

　
　

 

早
苗

ご
寄
付

　社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
８
月
分
）
敬
称
略

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　下
蚊
屋

　小
椋

　睦
美

　母
廣
子
死
去

　
　下
安
井

　槙
田

　弘
己

　母
夏
子
死
去

　
　下
蚊
屋

　中
尾

　正
志

　母
榮
江
死
去

　
　高

　谷

　西
岡

　健
治

　父
康
心
死
去

　
　袋

　原

　清
水

　孝
司

　母
あ
つ
子
死
去

◎
見
舞
返
し
と
し
て

　
　佐

　川

　住
田
の
ぶ
子

　本
人
退
院

◎
そ
の
他
と
し
て

　
　佐

　川

　住
田

　孝
昭

　
　
　
　
　国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
記
念

人
の
動
き
８
月
届
（
敬
称
略
）

10月 OCTO B E R9月 S E P T EM B E R 行事カレンダー

今月の国民年金
納付期限 ９月分　平成26年10月31日まで

応援ありがとうございます！

平成26
年

9月1日
現在

延申込件数 　181件
（前月比＋43件）

延寄付金額 224万円
（前月比＋64万円）

ふ る さ と 納
税

■まちの人口　3,226人（－9）
男　1,517人（－3）
女　1,709人（－6）

■世帯数　　1,105世帯（－1）

8月末現在（　　）は前月比　

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

防災・情報センター

総合健康福祉センター

江尾診療所

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

運動公園体育館

防災・情報センター

総合健康福祉センター

本町五丁目集会所

防災・情報センター

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

防災・情報センター

10:00～12:00

9:00～16:00

13:00～16:00

～19:00

14:00～16:00

10:00～11:30

～19:00

9:00～12:00

9:30～11:30

13:30～15:30

19:00～21:00

14:00～16:00

19:00～20:30

10:00～12:00

～19:00

18:00～22:00

19:00～20:30

13:30～15:30

10:00～12:00

13:30～15:30

13:00～15:00

9:30～12:00

13:30～15:30

公民館講座（大正琴）

消費生活相談

もの忘れ外来

広域隣保活動（カラオケ教室）

広域隣保活動(元気クラブ）

広域隣保活動(エコクラフト）

江尾の会

公民館講座（書道）

広域隣保活動（生花教室）

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

家族の会

職域卓球大会

公民館講座（生花）

ぼちぼち倶楽部

広域隣保活動（パソコン）

公民館講座（絵手紙・油絵）

広域隣保活動（囲碁）

広域隣保活動（編み物）

公民館講座（パッチワーク）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

高齢者創作館

高齢者創作館

総合健康福祉センター

江尾診療所

役場本庁舎のみ

高齢者創作館

防災・情報センター

江府小学校

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

本町五丁目集会所

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

山村開発センター

9:30～12:00

10:00～12:00

9:30～16:00

13:00～16:00

19:00～21:00

13:30～15:00

13:00～16:00

～19:00

19:00～21:00

14:00～15:30

13:00～14:30

13:00～17:00

13:30～15:30

～19:00

9:30～11:30

10:00～13:00

14:00～16:00

19:00～20:30

～19:00

19:00～20:30

14:00～16:00

13:30～15:30

～19:00

13:30～16:00

広域隣保館活動（編み物）

公民館講座（大正琴）

明徳学園

公民館講座（陶芸）

広域隣保活動（陶芸教室）

もの忘れ外来

広域隣保活動（陶芸教室）

公民館講座（フラダンス）

ファミリー防災キャンプ（21日まで）

公民館講座（手話）

公民館講座（押し花）

公民館講座(墨彩画）

離乳食教室

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

第5回たんぽぽ学級

広域隣保活動（カラオケ教室）

公民館講座（和紙折り紙）

1歳6か月児・3歳児健診

農地相談会

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

補聴器相談会
（中国補聴器センター）

補聴器相談会
（トーシン補聴器センター）

受付
13:00～13:30



～十七夜でみつけた！笑顔・人 　～～十七夜でみつけた！笑顔・人 　～
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　９
月
に
な
り
ま
し
た
、
町
民
の
皆
様

に
は
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　さ
て
、
８
月
は
平
年
の
降
水
量
の
３

倍
の
雨
が
降
り
、
ま
た
気
温
も
低
く
農

産
物
に
大
き
な
影
響
と
の
新
聞
等
が
報

じ
て
い
ま
し
た
。
本
町
で
も
稲
作
の
影

響
を
心
配
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
平
年
並
み
」
と
の
こ
と
、
安
堵
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
で
は

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
特
に
今
年
は
多

く
、
電
柵
、
防
護
柵
設
置
な
ど
の
ご
苦

労
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
電

柵
、
防
護
柵
に
は
購
入
費
の
一
部
補
助

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
林
課
か
ら

制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
す
る
よ

う
指
示
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
さ

て
、
稲
刈
り
の
本
格
的
な
時
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
奥
大
山
農
業
公
社
も
た
く

さ
ん
の
農
家
の
皆
様
か
ら
刈
取
り
受
託

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
作
業
計
画

を
立
て
て
対
応
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
天
候
に
よ
っ
て
は
計
画
通
り
作
業

が
で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、

農
家
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
多
忙
な
毎
日
が
続
く
と
思

い
ま
す
が
、
健
康
に
は
十
分
注
意
を
さ

れ
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

町

長

後

記

町

長

後

記


